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計 14 人で構成された「とくしまブランド戦略会議」を設置した。8 月に開催された第 1 回戦略
会議では、「阿波尾鶏」をはじめ「なると金時」（サツマイモ）、「スダチ」、「鳴門ワカメ」など
従来から有名な徳島県の特産品の一層のブランド強化を図るほか、「ニンジン」「生シイタケ」
など 30 品目を新たにブランド化を目指す対象品目として選んだ（10 ）。 
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て、「阿波尾鶏」の出荷目標は大きく引き上げられ、5 割増の 300 万羽とされた（12 ）。しかしな
表１． 「とくしまブランド戦略」の展開 
新鮮とくしまブランド戦略 
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がら、現在も 300 万羽という数値目標は達成しておらず、需要予測には及ばなかった。 
 2009 年 4 月には「徳島県における食料の安定的な供給の確保、農林水産業及び農山漁村の
振興、次代への継承に関し、基本理念を定め」た「徳島県食料・農林水産業・農山漁村基本条









通して、一農業経営体あたりの産出額を、2009 年度の 400 万円から 2014 年度には 500 万円


















域の中山間地を中心に行われ、1 戸当たりの飼養羽数は 2000～2004 年において約 1 万 6 千羽




数は 1980 年代末には 640 戸・3,000 万羽ほどであったが、表２でも分かるように両者とも漸次 
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表２． 徳島県の食鳥の出荷量   
    
 若鶏（単位：千羽）  阿波尾鶏(単位：羽） 
年度 羽数合計 県内出荷 県外出荷 生体重量（t） 生産戸数（戸） 羽数 生産戸数（戸） 
1989 30,513 29,244 1,269  81,696 20,000  2  
1990 30,642 28,836 1,806  82,392 630 110,000  4  
1991 29,558 28,323 1,544  80,222 598 200,000  11  
1992 29,067 27,323 1,744  80,189 561 252,876  17  
1993 26,970 25,921 1,049  76,219 503 278,531  19  
1994 25,242 23,963 1,279  70,123 475 256,825  19  
1995 24,871 23,631 1,240  70,796 435 261,807  17  
1996 24,444 22,613 1,831  69,319 398 324,727  18  
1997 23,680 21,409 2,271  67,923 390 369,305  18  
1998 22,465 20,604 1,861  64,433 371 615,908  24  
1999 21,777 19,690 2,087  63,256 351 742,546  31  
2000 20,295 18,190 2,105  59,945 334 951,007  30  
2001 19,614 17,515 2,126  57,473 316 1,181,438  35  
2002 19,773 17,699 2,074  57,864 293 1,788,561  41  
2003 19,483 17,374 2,109  57,471 276 1,739,876  43  
2004 18,990 16,749 2,241  57,226 270 2,035,574  47  
2005 19,342 17,466 1,858  57,001 266 1,990,712  49  
2006 19,105 17,094 2,011  65,694 264 2,149,966  54  




































な地鶏の 120～130 日より 82～85 日と短く、出荷サイクルが早くなった。また他の地鶏が 1
キロの肉をつくるのには平均 3.5 キロのエサが必要だが、成長の早い阿波尾鶏は 2.6 キロです





経営情報研究 第 20 巻第 2 号(2013 年 2 月)，89－104 ページ 








県畜産研究所の吉岡正二氏等が行い、90 年 2 月の出荷に併せて正式名称として採用されたもの
である（26 ）。 
 さらに、ブランド価値を高めるため、品質について客観的評価を得ることが必要との考えか
ら、1989 年に農林水産省が「地鶏肉特定 JAS 規格」を制定したのを契機に、「取得１号でない
と意味がない」との考えから、協議会が主体となりその取得のための活動を推進した。JAS が
要求する基準は、①血統が明らかで、在来種由来の血液が 50％以上、②80 日以上の飼育期間、
③ふ化後 28 日以降は地面の上での平飼いで、１平方メートル当たり 10 羽以下の飼育密度、な
どである。この基準を満たして 2001 年 3 月に全国で 200 余りの地鶏で初めて JAS 認定を受け
たのである。なお、一般のブロイラーは、飼養期間 55 日（年に鶏舎を 4.5 回転させるが、「阿
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 さらに、図１のように、県畜産研究所は、山間部の 2 戸の「原種鶏農家」へ軍鶏のヒナを供給
し、そこで原種の飼養が行われている。「原種鶏農家」においては、この事業は収益にならない
ために、対策協から一定の所得保障を行うという、全国的にも類のない仕組みがとられている。 
 この「原種鶏農家」で飼養された軍鶏の雄が 8 戸の「種鶏農家」へ送られ、「ホワイトプリ
マスロック」の雌と交配され、一代交雑種・阿波尾鶏の卵が生産される。この卵が 2 カ所の「孵
卵場」でヒナにかえされ、県内 55 戸の「生産農家」において「飼養マニュアル」に従がい 80
日間育てられる。その鳥が食肉工場（貞光食糧工業および丸本・オンダン農協）に出荷され精
肉処理が行われ、鶏肉は県内外の指定販売店 467 店舗へと送られる仕組みとなっている。 
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工センター、大阪府と奈良県に直営店 4 店舗を有し、2011 年度の年商は 132 億円に達し、グ
ループ従業員数 561 人を擁している（32 ）。 
 グループの売上げ比率の上位は、三畜（牛、豚、鶏）の焼き物、揚げ物などの加熱加工品で
あり全体の 47％を占め、肉用鶏処理 24％（うち阿波尾鶏 11％）、ペットフード事業 10％など
と続く。「阿波尾鶏」の 1 日当たりの最大処理能力は 4,000～5,000 羽で、年間 140 万羽を取り
扱い、「阿波尾鶏」の出荷羽数全体の 7 割を同グループが占めていることになる（33 ）。 
 グループのなかで「阿波尾鶏」の生産と加工を担当するのが、丸本氏が設立したオンダン農
協である。同農協は、1982 年 3 月にオンダン鶏鳥農業協同組合として、ブロイラーの安定供









の約 2 倍となる、極めて収益性の高い養鶏経営である（35 ）。 
  
地域ブランドの開発と展開 
―  ― 99
    表３．「阿波尾鶏」生産羽数の推移 
 
  （単位：羽）
年度 県全体 オンダン農協 
1996 324,727 129,402 
1997 369,305 153,940 
1998 615,908 357,413 
1999 742,546 480,432 
2000 951,007 624,496 
2001 1,181,438 752,578 
2002 1,788,561 1,276,821 
2003 1,739,876 1,218,862 
2004 2,035,574 1,462,047 
2005 1,990,712 1,419,373 
2006 2,149,966 1,543,200 
2007 2,258,940 1,620,472 
 （出所）藤木優（オンダン農業協同組合）「平成２０年度  
     地域と歩んだ銘柄地鶏生産量 NO.1 への道のり 
     ―阿波尾鶏の生産振興による過疎地域の活性化―」。 
 
















    （出所）表３．に同じ。 
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 横溝功氏の調査によれば、2005 年 12 月段階で阿波尾鶏を飼養しているオンダン農協の正組
合員は 15 戸、准組合員は 8 戸の合計 23 戸である。それらの事業主の年齢構成は、20 代が２






差額が支払われる。こうして農家が得る粗利益は 2004 度平均で 190 円/羽になるという。養鶏
農家はこの粗利益を動力光熱費、管理費、労働費に充当する（37 ）。同年のオンダン農協の阿波尾
鶏の飼養羽数は 1,462,000 羽で、飼養戸数で割ると、単純計算では１戸平均飼養数 63,565 羽、













①HACCP 対応の加工施設（1999 年）、②冷却施設（2000 年）、③資源循環型堆肥施設（2004
年）、などの一連の設備・施設を新増設するとともに、特定 JAS 認定の資格を取得（2001 年）
し、飼料のトウモロコシや大豆油粕には、収穫後に農薬を使用していない PHF（ポストハーベ
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